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１ 実施内容
○ 中学校道徳科「先輩に学ぶ」

（内容項目：「向上心、個性の伸長」「希望と勇気、克己と強い意志」）

○ 取組のポイント
町外で努力を続ける先輩を講師として招き、

講話を聞くことにより、自らの今後の生き方
について考える。

○ 参加者：奥尻町立奥尻中学校 全学年生徒26名

○ 講 師：奥尻町出身の大学生（北海道教育大学札幌校在学）

２ 成果
授業終了後のアンケートでは、「将来の夢

や目標をもつことについて、前向きな気持ち
になったり、より深く想像したりすることが
できるようになった」と肯定的に回答する生
徒の割合が93％となっており、多くの生徒が
自己の生き方について、考えを深める機会と
なりました。
また、授業後の生徒の振り返りでは、「札

幌の大学に進学したからこそ分かった奥尻の
学校のよさという話が印象に残った。」「時
間の使い方を工夫し、勉強ややりたいことを
やっていけるように努力していこうと思いま
した。」などの記述があり、同町出身の先輩
からの講話を聞いてことで、より自分事とし
て、生き方について考えを深める機会となっ
たと考えられます。

３ 今後の取組に向けて
本実践は、ふるさとへの愛着を育む教育活

動としても効果的です。オンライン会議シス
テムを活用し、複数の自治体を結んだ合同授
業や遠隔地の講師とつないだ授業実践などが
効果的な実践として考えられます。
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